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三陸ジオパーク推進協議会

令和4年度「さんりくジオパークかわらばん」作品展
気仙地域・岩泉町で開催！！

令和4年9月29日 イーストピア宮古にて締結式

《公益財団法人さんりく基金と
連携協定締結》

ジオパークをテーマに画用紙1枚にまとめて自由に描い
て応募する地域の小学生対象の「さんりくジオパークか
わらばん」の作品が、今年度もたくさん集まりました！
昨年度に続き、けせん地域（大船渡市・住田町・陸前高
田市）では209点の応募があり、初開催となる岩泉町(21
点)と釜石市(54点)でも力作ぞろいです。それぞれの地域
で作品展が開催されますので、どうぞ会場にてご覧くだ
さい。

《住田会場》 10月28日（金）～30日（日）
住田町社会体育館

《大船渡会場》 11月30日（水）～12月11日（日）
大船渡市立博物館

《陸前高田会場》12月15日（木）～25日（日）
陸前高田市立博物館

《岩泉会場》 11月1日（火）～27日（日）
岩泉町民会館

《釜石会場》 12月予定（決まり次第HPにて）

公益財団法人さんりく基金様と、この度連携協
定を締結いたしました。さんりく基金の観光部門
である三陸DMOセンターと三陸の観光や地域づく
りと防災教育、情報発信などで更なる連携協力し
て事業を推進してまいります。

昨年に引き続き開催される「ブラたろう」は・・・
（ 10/30 ＠道の駅たろう ）

今回は、【デジタルスタンプラリー】
スマホアプリで、誰でも参加OK！

田老のまちをぶらぶら歩いて、スタンプをゲット！
クイズに答えて、チャンスを増やそう！

＊クイズのヒントは、目の前の看板に？？

ジオだより



三陸ジオパーク・現地推進員が記者となってお伝えするコーナー
毎回いろいろな情報を掲載いたしますので、どうぞお楽しみに！

今回の記者：菊池 啓（いわて復興応援隊／岩手県沿岸広域振興局配置）
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今回は、9月に釜石市で行われたジオパークに関連する
取り組みを2つご紹介いたします。

◆箱崎半島に関する勉強会とフィールドワーク◆

９月16日（金）、株式会社かまいしDMCさんの主催で
三陸ジオパークやみちのく潮風トレイルの関係者を対象
として開催されました。
勉強会では、環境省大船渡保護管事務所の岡田真次さ

んと三陸ジオパーク認定ガイドの伊藤実知子さんがそれ
ぞれ講師を務められ、岡田さんからは箱崎半島の樹木や
植物、そこで見られる鳥類など、伊藤さんからは箱崎半
島の地質、歴史や文化などについてご教示いただき、理
解を深めることができました。
引き続いて、千畳敷までのフィールドワークです。個

人的には３年振りの千畳敷、大沢遺跡駐車場からアップ
ダウンを繰り返す片道約４㎞の山道が大変だったなぁと
当時の記憶が蘇ってきたため、数日前から体調を整えて
臨みました。道中で樹木や植物、動物の足跡などを確認
しながら約１時間で現地に到着、御箱崎神社や御箱崎灯
台を確認してから千畳敷の上に下り立ちました。やはり
その雄大さには息をのむものがあり、ジオの息吹を感じ
られるような場所でした。《千畳敷で押さえておきたい
ポイント》下り立つための斜面がかなり急であり、経験
者の誘導が必要。写真を撮ることに夢中で遠くまで移動
すると最初の場所に戻ることが大変な場合があること！

◆ 釜石鉱山ジオセミナー ◆

9月21日（水）岩手大学の地域課題解決プログラムを
活用する形で、地質学がご専門の越谷信教授をお招きし、
“鉄のまち釜石”の礎的な場所である釜石鉱山の魅力や価
値を分かりやすく発信するための方法や実際に訪れた
方々にそれらをどのようにお伝えするかなど参加者相互
に意見交換を行いながら模索するという取組みで、釜石
観光物産協会さんの主催で開催されたものです。

当日は、認定ガイドの菅原真子さん（釜石観光ガイド
会）によるガイドを受けながら、周辺に残る操業当時の
施設跡（選鉱場跡・旧小学校跡・ズリ山など）や旧釜石
鉱山事務所館内の展示を見学した後、越谷信教授による
セミナーを受講し、最後に熱のこもった意見交換を行い
ました。

《釜石鉱山で押さえておきたいポイント》橋野鉄鉱山よ
り1年早く日本で初めて高炉法による連続出銑に成功し
た場所であり、銅鉱山としても日本有数であること！

編集後記： 私にとっては「三度目の正直」で開催となった
フォトロゲイニング大会&ジオさんぽでしたが、当日は絶好
の散歩日和に恵まれて、しかもテレビ取材も入り、無事に終
了することができました。準備段階での打ち合わせなどは経
験がありましたが、フォトロゲ会場内のジオブースは、考え
てみれば現場での展示作業は初めてでした。広い広い体育館
の中を余すところなく目一杯使わせていただき、思っていた
以上の仕上がりになりました。それほどの多荷物を運ぶのに、
公用車のコンパクトカーに大変良く積み込んだものだと、我
ながら感心したことが一番の思い出です(笑) ～と～
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